


 

（非常に多数の参加があったフォーラム会場） 

平成２９年１２月２５日 

フォーラム参加概要報告 

市民連合議員団 

� 道民みんなで創る！道民みんなで創る！道民みんなで創る！道民みんなで創る！    公共交通ネットワークフォーラム公共交通ネットワークフォーラム公共交通ネットワークフォーラム公共交通ネットワークフォーラム 

 

（担当：（担当：（担当：（担当：佐藤佐藤佐藤佐藤    勝秋勝秋勝秋勝秋））））    

 

ＪＲ北海道の鉄路見直し問題を考え

る「道民みんなで創る！ 公共交通ネッ

トワークフォーラム」が平成２９年１２

月１７日（日）１３：００から札幌プリ

ンスホテルを会場に開催され、市民連合

議員代を代表し参加しましたので、以下、

概要を報告いたします。 

このフォーラムは、北海道が主催し、

道市長会、町村会をはじめ経済団体、産

業団体など２４団体が共催し、国土交通

省北海道運輸局が講演して開催され、冒

頭の高橋北海道知事の挨拶に続いて、道

の総合交通政策検討会座長を努める岸邦宏北大准教授から「オール北海道で考える公共

交通ネットワークの将来」とのテーマで基調講演を行いました。 

岸准教授は、これまでの経過や現状に触れながら、鉄道のあり方を地域で考えるため

に必要なこととして、地域住民にとって最適な公共交通は何か、それをどう確保するの

かとの課題に触れながら、鉄道の将来を考えることは、地域の将来を考えることであり、

地域の産業、人々の生活、暮らしを考えることでもあると述べられ、その為にも、鉄道

の利用促進のあり方（生活、観光、物流など）や誰が、何を、どのように負担していく

のか、また、何をしなければならないのか、今、改めて考える時であること、さらに、

今こそオール北海道として将来の交通体系のあり方を創り上げるチャンスであり、「人

流、鉄道、バス、タクシー、航空、フェリー、物流すべての交通手段、道路ネットワー

ク」を網羅し、競争、役割分担、連携との視点で「北海道版運輸連合」の可能性を追求

する必要があると強調されました。 

その後、関係団体（医師会、バス協会、ハイヤー協会、航空関係）から意見が述べら

れ、岸准教授をコーディネーターに、高橋知事、菊谷道市長会会長、堰八道観光振興機

構会長、島田ＪＲ北海道社長が参加してのパネルディスカッションが行われ、それぞれ

から、鉄道の地域にとっての必要性、利用促進や国の支援の重要性、また、外国人観光



 

（左から高橋知事、菊谷会長、堰八会長、JR島田社長） 

客の約５割が鉄道を利用しており、鉄

道そのものが観光資源であること、Ｊ

Ｒ北海道の島田社長からは「安全な鉄

道の維持には莫大なコストがかかる。

問題解決のための力を貸してほしい」

との訴えがあり、最後に、高橋知事は、

道民全体がこの問題に関心を持つこと

が必要であると述べられました。 

本フォーラム全体を通して、北海道

における鉄路を含む交通手段のあり方

を、将来を見通して考える機会になっ

たと感じるとともに、市民連合議員団

としても、人間の血管や神経にもあたる鉄道や道路などの交通体系を維持していくこと

は、地域や住民にとって必要不可欠の問題として、この課題に取り組んでいくこととし

たいと考えます。 

 

以   上 


